
令和７年度 第７７回山形県中学校・高等学校英語弁論大会開催要項 

１ 主 催 山形県英語教育研究会 

山形県中学校教育研究会英語部会   山形県高等学校教育研究会英語部会 

２ 共 催 山形県教育委員会 

３ 後 援 山形市教育委員会 読売新聞山形支局 山形新聞・山形放送   

４ 期 日 令和７年（２０２５年）９月２６日（金）  

５ 会 場 山形県生涯学習センター「遊学館」ホール（山形市緑町一丁目 2-36） 

６ 日 程   

受  付   ９：００～ ９：１５ 

開会行事   ９：１５～ ９：３５ 

第Ⅰ部（中学）９：４０～１１：４５ 

昼食休憩  １１：５５～１２：４５ 

第Ⅱ部（高校） １２：４５～１５：１５ 

ゲスト・プレゼンテーション   

        １５：２５～１５：４５ 

表  彰    １６：００～１６：２０ 

閉会行事    １６：３０～１６：５０ 

７ 大会要項 

（１）弁論様式 

  第Ⅰ部（中学校の部） 

（A）(Recitation) 原稿は中学校教科書（現・旧）掲載のものに限る。制限時間５分 

（B）（Speech）自作の英文に基づくものを原稿とする。制限時間５分 

     第Ⅱ部（高等学校の部） 

       Speechは自作の英文に基づくものを原稿とする。制限時間は４分３０秒から５分３０秒とし、 

この時間内にスピーチを終了すること。 

     ※中学校の部・高等学校の部ともに制限時間を超えた場合は減点の対象とする。 

     ※高等学校の場合、制限時間の上限に比べて時間の短すぎるものについては審査員が適宜判断する 

      ものとする。 

（２）審査基準 

発音・内容・表現力について総合的に審査する。審査の配点は下記の通りとする。 

 中学校（A）：Recitation 中学校（B）：Speech     高等学校 

  Content      ―     ４０     ５０ 

  English     ６０     ４０     ３０ 

  Delivery     ４０     ２０     ２０ 

※ 高等学校の部において、第 18回全国高等学校英語スピーチコンテスト（全英連主催）で実施され

る第２部の出場者に対する Questions & Answers（Interaction）については本大会では実施しな

い。 

（３）審 査 員 

 審査員長    佐藤 俊一 氏（山形県立産業技術短期大学校 校長）  

 審 査 員    渡邉 倫生  氏（山形県教育局高校教育課 指導主事） 

 審 査 員    Gustavo Quintero 氏（山形県教育センター ＡＬＴ） 

 

（４）出 場 者  各地区予選を通過した者とし、中学校２名(Recitation１名、Speech１名)、高等学校２名と 

する。ただし、東南村山地区は中学校４名(Recitation２名、Speech２名)、高等学校４名と 

する。中学校の部は同一出場者が Recitationと Speechの両方に出場することはできない。 

 

（５）出場資格  中学校については、高円宮杯第 77回全日本中学校英語弁論大会の参加資格に準じる。 

高等学校については、第 18回全国高等学校英語スピーチコンテスト参加資格に準ずる。 

◆参考：高円宮杯第 77回全日本中学校英語弁論大会実施要項 URL（令和７年７月 15日現在） 

https://jnsafund.org/ptt/wp-

content/uploads/2025/06/%E7%AC%AC77%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E

8%A6%81%E9%A0%852025.6.2.pdf 

https://jnsafund.org/ptt/wp-content/uploads/2025/06/%E7%AC%AC77%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E8%A6%81%E9%A0%852025.6.2.pdf
https://jnsafund.org/ptt/wp-content/uploads/2025/06/%E7%AC%AC77%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E8%A6%81%E9%A0%852025.6.2.pdf
https://jnsafund.org/ptt/wp-content/uploads/2025/06/%E7%AC%AC77%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E8%A6%81%E9%A0%852025.6.2.pdf


 

◆参考：第１８回全国高等学校英語スピーチコンテスト実施要項 URL（令和７年７月 15日現在） 

http://www.zen-ei-ren.com/wp/file/ef6758c26a66b8981a139adaf2be9099.pdf 

◆参考：同大会 英語圏 参加資格 URL（令和７年７月 15日現在） 

http://www.zen-ei-ren.com/wp/file/8392a8d5b8182cb264b8d106d5eae0b0.pdf 

 

（６）出 場 順   中学校の部を先に、次いで高等学校の部を行う。出場順は大会事務局において抽選にて決定 

する。 

 

（７）表 彰  中学校の部（A）・（B）それぞれ３名を１～３位、高等学校の部５名を１～５位の入賞者とし

賞状のほか下記の賞を与える。加えて高等学校の部では、５名の入賞者以外の参加者の中か 

ら１名に特別賞（Creativity Prize 奈良橋陽子杯）を与える。 

    ※各賞の名称は以下の通り。 

        中学校の部（A）：１位（県知事杯）   ２位（山科杯）   ３位（江口杯） 

        中学校の部（B）：１位（県英研会長杯） ２位（梅村杯）   ３位（大場杯） 

        高等学校の部 ：１位（県教育長杯）  ２位（佐藤杯）   ３位（鈴木杯） 

                ４位・５位（名称なし） Creativity Prize（奈良橋陽子杯） 

（８）そ の 他 

① 中学校の部（A）Recitationの１位入賞者に第 73回東北六県中学校英語暗唱・高等学校英語弁論大会 

 の出場資格を与える。 

② 中学校の部（B）Speechの上位３名に高円宮杯第 77回全日本中学校英語弁論大会出場資格を与える。 

③ 高等学校の部の成績優秀者２名に第 73回東北六県中学校英語暗唱・高等学校英語弁論大会の出場資格 

 を与える。成績優秀者２名は以下のとおりとする。１位入賞者が全国大会の第１部に該当する場合は、 

 １位入賞者及び２位入賞者（２位入賞者は第１部該当者、第２部該当者のいずれでもよい）。１位入賞者 

 が全国大会の第２部に該当する場合は、１位入賞者及び第１部に該当する最上位者。 

④ マイク等音声機器については、中学校の部の発表では使用せず、高等学校の部の発表では使用する。 

また、出場者は発表原稿をステージに持ち込まないこととする。 

⑤ 出場者は指定された席に座ること。 

 

８ 参加申し込み 

（１）各地区予選を通過した生徒が所属する学校は、『各学校用参加申込書』により、校長印（公印）が押印さ

れているものを PDFに変換して、大会事務局にメールで提出すること。また、公印が押印されている申込書

の原本を大会当日受付にて提出すること。出場者の発表原稿は様式のワードファイルを PDFに変換したうえ

で、参加申込書と一緒に大会事務局にメールで提出すること。 

【メールで提出するものの提出期限：９月 16日（火）午後５時必着】 

（２）各支部事務局は、各地区大会終了後、予選通過者について『各支部事務局用参加申込書』を大会事務局に 

   メールで提出すること。 【提出期限：９月 16日（火）午後５時必着】 

（３）参加料は、参加者１名につき２，０００円とする。当日受付にて納付すること。 

９ その他 

（１）記念写真の撮影は行いません。 

（２）参加者、引率者の昼食会場を準備しております。ご自由にお使いください。 

（３）宿泊施設の斡旋は行いませんので、必要な場合は各学校で手配してください。 

 

＜申込書提出先・問い合わせ先＞ 

〒999-3512山形県上山市仙石６５０番地 山形県立上山明新館高等学校内 

山形県中学校・高等学校英語弁論大会 事務局  三浦 智紀   

TEL 023-672-1700 / FAX 023-672-1702 E-mail: miurat.yr@pref-yamagata.ed.jp 

http://www.zen-ei-ren.com/wp/file/ef6758c26a66b8981a139adaf2be9099.pdf
http://www.zen-ei-ren.com/wp/file/8392a8d5b8182cb264b8d106d5eae0b0.pdf
mailto:miurat.yr@pref-yamagata.ed.jp

